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二
〇
一
四
年
度
講
座
記
録

 

【
春
季
】
（
東
京
芸
術
劇
場 

五
階 

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
） 

第
一
回
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
時
代

―
街
が
美
術
を
育
ん
だ

―
」 

二
〇
一
四
年
五
月
十
八
日
（
日
）
午
後
二
時
～
四
時 

講
師

尾
﨑
眞
人
（
京
都
市
美
術
館
学
芸
課
長
） 

 

第
二
回
「
ト
キ
ワ
荘
の
時
代

―
「
漫
画
」
か
ら
「
マ
ン
ガ
」
へ

―
」 

二
〇
一
四
年
五
月
二
十
四
日
（
土
）
午
後
二
時
～
四
時 

講
師

丸
山 

昭
（
編
集
者
） 

 

第
三
回
「
池
袋
の
セ
ゾ
ン
文
化

―
文
化
戦
略
か
ら
演
劇
祭
ま
で

―
」 

二
〇
一
四
年
六
月
八
日
（
日
）
午
後
二
時
～
四
時 

講
師

八
木
忠
栄
（
詩
人
、
元
セ
ゾ
ン
文
化
財
団
常
務
理
事
） 

 

【
夏
季
特
別
講
座
】 

「
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
東
上
線

１
０
０
周
年
秘
話 

―
東
武
東
上
線
１
０
０
年
と
池
袋
の
こ
れ
か
ら

―
」 

二
〇
一
四
年
八
月
二
十
三
日
（
土
）
午
後
二
時
～
四
時 

立
教
大
学 

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス 

七
号
館
一
階 

七
一
〇
一
教
室  

講
師

花
上
嘉
成
（
東
武
博
物
館
名
誉
館
長
） 

パ
ネ
リ
ス
ト

高
萩 

宏
（
東
京
芸
術
劇
場
副
館
長
）
／
渡
邊
裕
之
（
豊
島

区
観
光
協
会
副
会
長
）
／
田
中
武
（
東
武
東
上
線
池
袋
駅
長
）
／
司
会
・
渡

辺
憲
司
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
、
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
、
「
池

袋
学
」
座
長
） 

 

【
秋
季
】
（
立
教
大
学 

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
十
四
号
館
二
階
Ｄ
二
〇
一
教
室
） 

第
一
回
「
池
袋
学
と
自
由
の
発
信

―
池
袋
周
辺
地
域
の
文
化
土
壌

―
」 

二
〇
一
四
年
十
月
一
日
（
水
）
午
後
七
時
～
九
時 

渡
辺
憲
司
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
、
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
、
「
池

袋
学
」
座
長
） 

 

第
二
回
「
都
市
観
光
地
と
し
て
の
池
袋
」 

二
〇
一
四
年
十
月
二
十
九
日
（
水
）
午
後
七
時
～
九
時  

安
島
博
幸
（
立
教
大
学
観
光
学
部
教
授
） 

 

第
三
回
「
持
続
可
能
な
未
来
を
指
向
し
た
池
袋
学
を
め
ざ
し
て
」 

二
〇
一
四
年
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
七
時
～
九
時  

阿
部 

治
（
立
教
大
学
社
会
学
部
・
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
、

Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
所
長
） 

 

【
冬
季
特
別
講
座
】 

「
柳
原
白
蓮
の
戦
後

―
銃
後
の
母
か
ら
世
界
連
邦
運
動
へ

―
」 

二
〇
一
四
年
十
二
月
十
四
日
（
日
）
午
後
二
時
～
四
時 

立
教
大
学 

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス 

太
刀
川
記
念
館
三
階 

多
目
的
ホ
ー
ル  

井
上
洋
子
（
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー
館
長
、
福
岡
国
際
大
学
名
誉
教

授
） 

 
※
各
回
の
講
演
会
レ
ポ
ー
ト
の
初
出
は
立
教
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

（http://w
w

w
.rikkyo.ac.jp/feature/lecture_report/

）
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「
池
袋
学
」
二
〇
一
四
年
度 

 

《
主 

催
》 

立
教
大
学

東
京
芸
術
劇
場
（
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）

東
武
鉄
道
［
夏
季
特
別
講
座
］

 

《
協 

力
》 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り

立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所

ト
キ
ワ
荘
通
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
［
春
季
第
二
回
］

 

《
後 

援
》 

豊
島
区

 

《
助 

成
》 

平
成
二
十
六
年
度

文
化
庁

劇
場
・
音
楽
堂
等
活
性
化

事
業
［
春
季
］

 

《
立
教
大
学
》 

渡
辺
憲
司
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
、
立
教
新
座
中
学
校
・
高

等
学
校
校
長
、
「
池
袋
学
」
座
長
）

阿
部

治
（
立
教
大
学
社
会
学
部
・
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
科
教
授
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
所
長
）

近
藤
泰
樹
（
立
教
大
学
総
長
室
教
学
連
携
課
）

足
立

寛
（
立
教
大
学
総
長
室
教
学
連
携
課
）

後
藤
隆
基
（
立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
）

 

《
東
京
芸
術
劇
場
》 

高
萩

宏
（
東
京
芸
術
劇
場
副
館
長
）

橋
爪
綾
子
（
東
京
芸
術
劇
場
事
業
企
画
課
）

田
室
寿
見
子
（
東
京
芸
術
劇
場
事
業
企
画
課
）

 

《
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
》 

小
林
俊
史

 
《
講
演
録
編
集
》 

都
市
出
版
株
式
会
社

＊
小
林
俊
史

後
藤
隆
基

 

《
編
集
協
力
》 

泉
屋
咲
月
（
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻

博
士
課
程
後
期
課
程
）

湯
本
優
希
（
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻

博
士
課
程
後
期
課
程
）

 

［
編
集
後
記
］ 

「
池
袋
学
」
は
、
東
京
芸
術
劇
場
と
立
教
大
学
の
連

携
講
座
と
し
て
二
〇
一
四
年
度
に
始
ま
り
ま
し
た
。

春
季
三
回
を
東
京
芸
術
劇
場
、
秋
季
三
回
を
立
教
大

学
が
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
的
資
源
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
た
、
多
様
な
講
座
を
企
画
す
る
も
の
で

す
。
今
年
度
は
夏
期
と
冬
期
に
特
別
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
講
演
録
は
、
そ
れ
ら
の
講
座
の
録
音
を

も
と
に
構
成
し
て
い
ま
す
（
夏
季
特
別
講
座
は
本
講
演

録
に
収
録
し
て
い
ま
せ
ん
）
。
講
師
の
皆
様
、
関
係
機

関
・
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
大
学
と
劇
場
、

そ
し
て
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、
様
々
な
角
度
か
ら

「
池
袋
」
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
考
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

―
―

 

「
池
袋
学
」
二
〇
一
四
年
度
講
演
録 

発
行

二
〇
一
五
年
三
月
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十
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